
6 モデル検討（さらなる改善に向けて）

（1）モデル検討

①牛久・岡田地区のもと大規模校

・余裕教室の状況と転用検討（神谷小）

②ひたち野地区の生徒増加校

・将来の長寿命化改修時の保有量削減（下根中）

③奥野地区の小規模校

・連携型小中一貫校としての活用

・一体型義務教育学校の整備、中学校施設の地域開放

（2）プール施設の現状と改善案
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建物基本情報

1989
(H1)
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(H3)

1992
(H4)

1993
(H5)
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(H7)
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(H10)

1999
(H11)

2000
(H12)

2001
(H13)

2002
(H14)

2003
(H15)

2004
(H16)

2005
(H17)

2006
(H18)

2007
(H19)

2008
(H20)

2009
(H21)

2010
(H22)

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

給食室 小学校 RC 1 182 1981 S56 37 旧 ― ― ― ― ― C B B B B ― ― ― Ⅰ ― 保護 複層 PAC ― ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

管理・教室棟 小学校 RC 4 2,500 1982 S57 36 新 ― ― ― ― 長寿命 C A B B B A ― ― Ⅰ Ⅲ 保護 複層 PAC DRY ― 2007 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
屋上･
外壁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空 ○ ○ ○ ○ ○

ト
イ
レ

○ ○ ○ ○ ○

教室棟2 小学校 RC 4 1,800 1982 S57 36 新 ― ― ― ― 長寿命 C A B B B A ― B Ⅰ Ⅲ 保護 複層 PAC DRY 給食用 2007 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
屋上･
外壁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空 ○ ○ ○ ○ ○

ト
イ
レ

○ ○ ○ ○ ○

昇降口棟 小学校 RC 2 321 1982 S57 36 新 ― ― ― ― 長寿命 B A B B B B ― ― Ⅰ Ⅲ 保護 複層 PAC DRY ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
屋上･

外壁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ト
イ

レ
○ ○ ○ ○ ○

体育館 小学校 S 2 930 1984 S59 34 新 ― ― ― ― B B A B B ― ― ― Ⅰ Ⅰ 金属 金属 ― WET ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ 屋上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 屋上 ○ ○ 屋上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教室棟1 小学校 RC 3 467 1995 H7 23 新 ― ― ― ― 長寿命 C A B B B A ― ― Ⅰ Ⅲ 保護 複層 PAC DRY ― 2007 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ 増 ○ ○ ○
屋上･
外壁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空 ○ ○ ○ ○ ○

ト
イ
レ

○ ○ ○ ○ ○

プール 小学校 ― ― ― ― ― ― ― C ― Ⅰ Ⅰ ― ― ― WET ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

A B Ｃ

ト
イ
レ
改
修

神谷小学校

６，２００㎡
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ト
イ
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耐
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屋
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外
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～

構造躯体の健全性

築
年
数

階
数

延床
面積
（㎡）

建築年度

調査
年度

耐震安全性 長寿命化判定

学校種
別

施設名 建物名 構造
西暦 和暦

基
準

圧縮
強度
（N/
㎟）

診
断

補
強

用途区
分

履歴

70年前 60年前 50年前 40年前 30年前 20年前 10年前

～
1988
(S63)

1968
(S43)

1969
(S44)

～
1978
(S53)

1979
(S54)

1949
(S24)

～
1958
(S33)

Ｓ46年

改正

旧耐震基準

Ｓ56年

2.地域別の学校施設の配置・活用状況

運動場用地
10,659㎡

（2）学校施設状況

A.学校活用時間内の活用範囲（平日8：00～17：00）
（神谷小学校の例）

登下校時の
動線

教職員による特別教室・多目
的教室棟の施錠（要確認）

登下校時
の動線

教室棟1 1,517㎡
1969年

（築49年）

管理・教室棟 1,854㎡
1970年

（築48年）

教室棟２ 1,625㎡
1970年

（築48年）

保育園・
児童クラブ棟

1,193㎡
1983年（築36年）

体育館 1,103㎡
2000年

（築18年）

：校舎

：体育館

：その他
（機械室・

倉庫等）

：給食室

：プール

：複合・転用

運動場用地
24,826㎡

建物敷地
13,424㎡

0 50ｍ

（3）周辺状況

：校舎

：体育館

：その他
（機械室・
倉庫等）

：給食室

：プール

：複合・転用

運動場用地
10,659㎡

運動場用地
1,498㎡

建物敷地
7,923㎡

教室棟2 1,800㎡
1982年
（築36年）

昇降口棟 321㎡
1982年
（築36年）

教室棟1 467㎡
1995年
（築23年）

管理・教室棟
2,500㎡
1982年
（築36年）

体育館 930㎡
1984年
（築34年）

給食室 182㎡
1981年
（築37年）

地域の課題等

✓ 上町ふれあい保
育園が校舎内に
複合している。

✓ 南側の隣接敷地
に、第二幼稚園
がある。

✓ 学校の近隣（半
径500ｍ圏内）に

は、牛久運動広
場、牛久第三中
学校、かっぱの
里生涯学習セン
ターが立地して
いる。

✓ 学校の半径
1000ｍ圏内には、

三日月橋生涯学
習センターが立
地している。

✓ 学校は市街化区
域内にあるが、
西側隣接地およ
び南側は市街化
調整区域となっ
ている。

5-1 5-2 5-3 6-1 6-2英語教室

音
楽

準
備
室

音楽室
Ｐ
Ｃ

準
備
室

コンピュータ室

資料室

配膳室

６年生

５年生

管理教室棟

教室棟2

図書室スタディルーム

3-1 3-2 3-3 4-1 4-2
プレイ
ルーム

一時（未）日本語教室 教材資料室

資料室

配膳室

管理教室棟

３年生

教室棟1

４年生

教室棟2

更衣室

多目
的室

プレイ
ルームそよかぜ

教室
あおぞら
教室

ひまわり
教室

職員室

校
長
室

教
育

相
談
室

放送室

スタジオ

図工室
理科室

図
工

準
備
室

理
科

準
備
室

配膳室

管理教室棟教室棟1

教室棟2

2-1
児童
クラブ

児童
クラブ 2-2 2-3

たんぽぽ
教室 1-1 1-2

給食室

配膳室

保健室 ＰＴＡ室
家
庭
科

準
備
室

家庭科室

２年生

管理教室棟教室棟1 １年生

教室棟2

給食室
昇降口棟

教室棟１は、1995年の児

童数増加時に整備された
が、現在では複数の教室
が児童クラブや多目的室
等に転用されている。

✓ 小学校区は細長く、
北西及び南東方
向で半径２km強。

✓ 学校より1km圏に

牛久南中学校が、
２km圏内に向台

小学校、岡田小学
校がある。

✓ 学校は、牛久・岡
田地区にある他
の小学校と同様に、
人口集中地区の
外縁に配置されて
いる。

✓ 学校近隣には、生
涯学習センター等
の集会系機能が
ない

①牛久・岡田地区のもと大規模校の例（神谷小学校）

課題

児童クラブが学校内の「神
谷小学童クラブ」と「神谷さ
くら台学童クラブに別れ、
住所により利用施設が分
かれている。
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図書室スタディルーム

プレイ
ルーム 日本語教室 教材資料室
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２年生

管理教室棟教室棟1 １年生
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給食室
昇降口棟
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多目
的室

プレイ
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教室
あおぞら
教室
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職員室
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長
室
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育
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放送室

スタジオ

図工室
理科室

図
工
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備
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理
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備
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管理教室棟教室棟1

教室棟2

図書室スタディルーム

3-1 3-2 3-3 4-1 4-2
プレイ
ルーム

一時（未）日本語教室 教材資料室

資料室

配膳室

管理教室棟

３年生

教室棟1

４年生

教室棟2

5-1 5-2 5-3 6-1 6-2英語教室

音
楽

準
備
室

音楽室
Ｐ
Ｃ

準
備
室

コンピュータ室

資料室

配膳室

６年生

５年生

管理教室棟

教室棟2

教室棟1 1,517㎡
1969年

（築49年）

管理・教室棟 1,854㎡
1970年

（築48年）

教室棟２ 1,625㎡
1970年

（築48年）

保育園・
児童クラブ棟

1,193㎡
1983年（築36年）

体育館 1,103㎡
2000年

（築18年）

：校舎

：体育館

：その他
（機械室・

倉庫等）

：給食室

：プール

：複合・転用

運動場用地
24,826㎡

建物敷地
13,424㎡

0 50ｍ

（４）教室配置・動線の状況と実態・課題

• 児童数の増加時に建設した増築棟分が余裕教室となり、転用されている。
• 新しい教育形態に転用しても教室に余裕があり、未利用教室や学習室として活用
⇒今後必要な教室数を見込んだ整備と、他用途への転用部分を含めた敷地内での一体

的な計画が求められる

✓ 上町ふれあい保
育園が校舎内に
複合している。

✓ 南側の隣接敷地
に、第二幼稚園
がある。

✓ 学校の近隣（半
径500ｍ圏内）に

は、牛久運動広
場、牛久第三中
学校、かっぱの
里生涯学習セン
ターが立地して
いる。

✓ 学校の半径
1000ｍ圏内には、

三日月橋生涯学
習センターが立
地している。

✓ 学校は市街化区
域内にあるが、
西側隣接地およ
び南側は市街化
調整区域となっ
ている。

5-1 5-2 5-3 6-1 6-2英語教室

音
楽

準
備
室

音楽室
Ｐ
Ｃ

準
備
室

コンピュータ室

資料室

配膳室

６年生

５年生

管理教室棟

教室棟2

３階

図書室スタディルーム

プレイ
ルーム 日本語教室 教材資料室

資料室

配膳室

管理教室棟

教室棟1

教室棟2

４階

２階

更衣室

プレイ
ルーム

そよかぜ
教室

あおぞら
教室

ひまわり
教室

職員室

校
長
室

教
育

相
談
室

放送室

スタジオ

図工室
理科室

図
工

準
備
室

理
科

準
備
室

配膳室

管理教室棟教室棟1

教室棟2

１階

児童
クラブ

児童
クラブ

たんぽぽ
教室

給食室

配膳室

保健室 ＰＴＡ室
家
庭
科

準
備
室

家庭科室

管理教室棟教室棟1

教室棟2

給食室
昇降口棟

A 普通教室は1.3.4階の管

理教室棟に配置されて
おり、学年ごとにまと
まっている。

課題

新しい教育ニーズに
合わせた特別教室が
整備されたが、余裕
教室がまだ残る

1階はピロティで分離さ

れ、棟ごと学校と異なる
セキュリティレベルで活
用できる。

今後さらに余裕
教教師が２教室
増加する見込み

課題

特別室は普通教室からの
移動距離が長い

児童の動線

昇降口

（５）改善案

学級数：15学級（H30）⇒13学級（H36） 今後さらに２学級減少
⇒管理教室棟及び教室棟２に２教室の移転が可能

改善案：余剰教室を活用し、教室棟２を子育て・地域活動の拠点に
動線を分離できる教室棟２を、児童ｸﾗﾌﾞと、地域内にある子育て
機能、集会機能を合わせた地域活動の拠点として転用、保有量
の削減を図る。

実態

児童クラブは、１階部分
で学校と動線が分離

地域のｺﾐｭﾆﾃｨ・子
育て子育て支援拠
点として活用

授業時間中は、特別支援
教室のプレイルームとして
使用する。

空き教室を転用し、集
会機能等の地域機能
を導入

子育て支援機能

「にこにこ広場」拡充
等

特別支援教室は職員
室近くにあるが、バリ
アフリーの課題あり

EV

EV

EV

エレベータによる特支教室と
複合機能のバリアフリー対応
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（５）実態・課題からの改善の方向性



（2）施設配置状況 （3）周辺状況

• 児童数の増加時に建設し増築棟分が余裕教室となり、転用されている。
• 新しい教育形態に転用しても教室に余裕があり、未利用教室や学習室として活用
⇒今後必要な教室数を見込んだ整備と、他用途への転用部分を含めた敷地内での一体的
な計画が求められる

地域の実態・課題

✓ 上町ふれあい保
育園が校舎内に
複合している。

✓ 南側の隣接敷地
に、第二幼稚園
がある。

✓ 学校の近隣（半
径500ｍ圏内）に

は、牛久運動広
場、牛久第三中
学校、かっぱの
里生涯学習セン
ターが立地して
いる。

✓ 学校の半径
1000ｍ圏内には、

三日月橋生涯学
習センターが立
地している。

✓ 学校は市街化区
域内にあるが、
西側隣接地およ
び南側は市街化
調整区域となっ
ている。

✓ 下根中学校の
配置が学区の
南西側に偏って
いる。

✓ ひたち野地区の
中学校はすべ
て下根中学校
の学区となって
いる。

✓ H32のひたち野

うしくの中開校
まで北西部学校
がなく、3km以

上の通学距離と
なる地域がある。

②ひたち野地区の生徒数増加校の例（下根中学校）

：校舎

：体育館

：その他
（機械室・
倉庫等）

：給食室

：プール

：複合・転用

運動場用地
21,567㎡

建物敷地
12,029㎡

体育館 1,368㎡
1982年
（築36年）

教室棟1 1,326㎡
1982年
（築36年）

管理・教室棟
3,234㎡
1982年
（築36年）

給食室 200㎡
1982年
（築36年）

技術棟 254㎡
1982年
（築36年）

教室棟2 500㎡
1992年
（築26年）

仮設校舎 579㎡
2017年
（築1年）管理棟 50㎡

2009年
（築9年）

登下校時の
動線

プールは使用してい
ない。

（1）建物基本情報

建物基本情報 建物基本情報

1989
(H1)

1990
(H2)

1991
(H3)

1992
(H4)

1993
(H5)

1994
(H6)

1995
(H7)

1996
(H8)

1997
(H9)

1998
(H10)

1999
(H11)

2000
(H12)

2001
(H13)

2002
(H14)

2003
(H15)

2004
(H16)

2005
(H17)

2006
(H18)

2007
(H19)

2008
(H20)

2009
(H21)

2010
(H22)

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

管理・教室棟 1 小学校 校舎 RC 2 3,102 2010 H22 8 新 ― ― ― ― 長寿命 A A A A A A ― ― Ⅲ Ⅲ その他 リシン PAC DRY ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教室棟1 2 小学校 校舎 RC 3 3,582 2010 H22 8 新 ― ― ― ― 長寿命 A B B A A A ― A Ⅲ Ⅲ その他 リシン PAC DRY 乗用 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

渡り廊下等 3 小学校 その他 RC 2 73 2010 H22 8 新 ― ― ― ― 長寿命 A A A A A ― ― ― Ⅲ Ⅲ 金属 リシン PAC DRY ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給食室棟 4 小学校 給食センター RC 1 389 2010 H22 8 新 ― ― ― ― 長寿命 A A A A A ― ― ― Ⅲ Ⅲ その他 リシン PAC DRY ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

体育館 5 小学校 体育館 RC 2 1,489 2010 H22 8 新 ― ― ― ― 長寿命 A A A A A ― ― ― Ⅲ Ⅲ 金属 リシン PAC DRY ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プール棟 7 小学校 その他 RC 1 1,419 2011 H23 7 新 ― ― ― ― 長寿命 A A A A A ― A ― Ⅲ Ⅲ 金属 複層 PAC DRY ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教室棟2 8 小学校 校舎 RC 2 1,230 2013 H25 5 新 ― ― ― ― 長寿命 A A A A A A ― ― Ⅲ Ⅲ その他 リシン PAC DRY ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○

教室棟3 9 小学校 校舎 RC 2 1,397 2016 H28 2 新 ― ― ― ― 長寿命 A A A A A A ― ― Ⅲ Ⅲ その他 リシン PAC DRY ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○

構造
階
数

延床
面積
（㎡）

建築年度

履歴

70年前 60年前 50年前 40年前 30年前 20年前 10年前

1949
(S24)

～
1958
(S33)

1959
(S34)

～
1968
(S43)

1969
(S44)

～
1978
(S53)

1979
(S54)

～
1988
(S63)

西暦 和暦
基
準

構造躯体の健全性

築
年
数

診
断

補
強

調査
年度

耐震安全性 長寿命化判定

学校種
別

建物用途
施設名 建物名 棟番号

圧縮
強度
（N/
㎟）

試算上
区分

用途区分

ひたち野うしく小学
校

仕様･性能 工事履歴

棟 共用
屋
根
屋
上
仕
様

外
壁
仕
様

空
調
仕
様

ト
イ
レ
仕
様

エ
レ
ベ
ー

タ
有
無

大
規
模
改
造

耐
震
改
修

部
位
改
修

空
調
改
修

屋
根
・
屋
上

外
壁

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
改
修

劣化状況評価

現
地
調
査
に
よ
る
修
正

昇
降
機

健全
度

（100
点

満点）

給
水
装
置

受
変
電
設
備

グ
ラ
ウ
ン
ド

内
部
仕
上

電
気
設
備

給
排
水
管

冷
暖
房
設
備

プ
ー

ル

A A

教育環境

A

Ｓ46年改正 旧耐震基準 Ｓ56年
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（４）教室配置・動線の状況と実態・課題

• 児童数の増加時に建設した増築棟分が余裕教室となり、転用されている。
• 新しい教育形態に転用しても教室に余裕があり、未利用教室や学習室として活用
⇒今後必要な教室数を見込んだ整備と、他用途への転用部分を含めた敷地内での一体的
な計画が求められる

✓ 上町ふれあい保
育園が校舎内に
複合している。

✓ 南側の隣接敷地
に、第二幼稚園
がある。

✓ 学校の近隣（半
径500ｍ圏内）に

は、牛久運動広
場、牛久第三中
学校、かっぱの
里生涯学習セン
ターが立地して
いる。

✓ 学校の半径
1000ｍ圏内には、

三日月橋生涯学
習センターが立
地している。

✓ 学校は市街化区
域内にあるが、
西側隣接地およ
び南側は市街化
調整区域となっ
ている。

２年生

クラブ室

用務員室

７６９人
２０学級

：普通教室

：一時的余裕教室
（少人数教室等）

：特別教室

：多目的教室・その他

：給食室

：管理諸室

2-1

2-2

2-4

1-6

2-3

理
科

準
備
室

理
科

準
備
室

理科室Ａ
理科室Ｂ 音楽室Ｂ

音楽室Ａ
音
楽

準
備
室

音
楽

準
備
室

1-5

1-4

1-3

1-2

1-1

ふ
れ
あ
い

教
室

そ
う
だ
ん

教
室

国際ルーム
(英語指導室)

Ｐ
Ｔ
Ａ
室

多目的室

3-5

3-4

3-3

3-2

3-1

金工室木工室

技
術
準
備
室

家庭科室美術室
調
理

準
備
室

美
術

準
備
室

理
科

準
備
室 理科室

2-6 2-7 2-82-5
配膳室

保健室

Ｐ
Ｃ
準
備
室

コンピュータ室

印刷室

相談室

放送室

１年生

２年生

３年生

１年生

給食室棟

教室棟2

教室棟2 教室棟2

教室棟2

教室棟1 教室棟1

教室棟1
教室棟1

技術棟

管理教室棟

管理教室棟

管理教室棟

管理教室棟

クラブ室

音楽室Ｂ
音楽室Ａ

音
楽

準
備
室

音
楽

準
備
室

1-5

1-4

1-3

1-2

1-1

１年生

教室棟2

教室棟1

管理教室棟

４階

ふ
れ
あ
い

教
室

そ
う
だ
ん

教
室

国際ルーム
(英語指導室)

Ｐ
Ｔ
Ａ
室

多目的室

3-5

3-4

3-3

3-2

3-1

３年生

教室棟2

教室棟1

管理教室棟

３階

２年生

2-1

2-2

2-4

1-6

2-3

理
科

準
備
室

理
科

準
備
室

理科室Ａ
理科室Ｂ

１年生

教室棟2

教室棟1

管理教室棟

用務員室

金工室木工室

技
術
準
備
室

家庭科室美術室
調
理

準
備
室

美
術

準
備
室

理
科

準
備
室 理科室

2-6 2-7 2-82-5
配膳室

保健室

Ｐ
Ｃ
準
備
室

コンピュータ室

印刷室

相談室

放送室

２年生

給食室棟

教室棟2

教室棟1 技術棟

管理教室棟

２階

課題

２年生は教室棟と仮
設校舎に教室が分
散。

１階

課題

特別支援教室は職員室
や保健室から離れた３階
に配置。

課題

仮設校舎棟から技術
等や体育館への動
線がつながっていな
い。

（５）実態・課題からの改善の方向性

学級数：H32ひたち野うしく中学校分離で学級数減（23⇒16学級程度へ）
設備   ：築2年の仮設校舎があるが、ひたち野うしく中学校の開校後は

 普通教室・特別教室として使用することができない。
改善案：ひたち野うしく中学校開校時に仮設校舎を転用し、集会機能に

  加え、体育館・校庭の地域開放のクラブハウス化を実施し、地域
活動の拠点として活用。
学校施設の保有総量を削減。

グラウンドおよび
体育館への動線

仮設校舎を、地域開放のクラブ
ハウスとして活用。

生徒の動線
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（２）施設配置状況（奥野小学校） （牛久第二中学校）

③奥野地区の小規模校の例（奥野小学校・牛久第二中学校）

管理・教室棟
2,448㎡
1976年

（築42年）

体育館 933㎡
1987年

（築31年）

：校舎

：体育館

：その他
（機械室・

倉庫等）

：給食室

：プール

：複合・転用

運動場用地
4,117㎡

建物敷地
11,328㎡

運動場用地
11,173㎡

運動場用地
1,116㎡

教室棟
357㎡

1982年
（築36年）

給食室1 54㎡
1979年

（築39年）給食室2 14㎡
1983年

（築35年）

：校舎

：体育館

：その他
（機械室・

倉庫等）

：給食室

：プール

：複合・転用

運動場用地
996㎡

建物敷地
10,522㎡

運動場用地
11,907㎡

教室棟1 349㎡
1978年

（築40年）

管理・教室棟
2,396㎡
1966年

（築52年）

体育館 850㎡
1983年

（築35年）

給食棟2 43㎡
1977年

（築41年）

給食棟3 24㎡
1978年

（築40年）

給食棟1 83㎡
1968年

（築50年）

管理・教室棟
2,448㎡
1976年

（築42年）

体育館 933㎡
1987年

（築31年）

：校舎

：体育館

：その他
（機械室・

倉庫等）

：給食室

：プール

：複合・転用

運動場用地
4,117㎡

建物敷地
11,328㎡

運動場用地
11,173㎡

運動場用地
1,116㎡

教室棟
357㎡

1982年
（築36年）

給食室1 54㎡
1979年

（築39年）給食室2 14㎡
1983年

（築35年）

運動場用地
996㎡

建物敷地
10,522㎡

運動場用地
11,907㎡

教室棟1 349㎡
1978年

（築40年）

管理・教室棟
2,396㎡
1966年

（築52年）

体育館 850㎡
1983年

（築35年）

給食棟2 43㎡
1977年

（築41年）

給食棟3 24㎡
1978年

（築40年）

給食棟1 83㎡
1968年

（築50年）

↑奥野小学校方向

2校は近接しているが、敷
地は隣接していない。

プールは使用していない。

建物基本情報 建物基本情報

1989

(H1)

1990

(H2)

1991

(H3)

1992

(H4)

1993

(H5)

1994

(H6)

1995

(H7)

1996

(H8)

1997

(H9)

1998

(H10)

1999

(H11)

2000

(H12)

2001

(H13)

2002

(H14)

2003

(H15)

2004

(H16)

2005

(H17)

2006

(H18)

2007

(H19)

2008

(H20)

2009

(H21)

2010

(H22)

2011

(H23)

2012

(H24)

2013

(H25)

2014

(H26)

2015

(H27)

2016

(H28)

2017

(H29)

2018

(H30)

管理・教室棟 1-1,1-2,1-3 小学校 校舎 RC 3 2,396 1966 S41 52 旧 済 済 2017 20.7 長寿命 A B B B B A ― C Ⅰ Ⅱ シート 複層 PAC DRY 給食用 2005 2005 2007 △△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 屋上 ○ ○ ○ ○ 大 ◎ 空 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

教室棟1 4 小学校 校舎 RC 3 349 1978 S53 40 旧 済 済 2017 37.9 長寿命 A B B B B A ― ― Ⅰ Ⅱ シート 複層 PAC DRY ― 2005 2005 2007 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 屋上 ○ ○ ○ ○ 大 ○ 空 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

体育館 5 小学校 体育館 S 2 850 1983 S58 35 新 ― ― ― ― 長寿命 B B B B B ― ― ― Ⅰ Ⅰ 金属 複層 PAC WET ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 屋上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 内部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給食室1 1-4 小学校 給食センター S 1 83 1968 S43 50 旧 ― ― ― ― ― B B C C C ― ― ― Ⅰ Ⅰ 金属 複層 PAC WET ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

給食室2 1-5 小学校 給食センター S 1 43 1977 S52 41 旧 ― ― ― ― ― B B C C C ― ― ― Ⅰ ― 金属 複層 PAC ― ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

給食室3 10 小学校 給食センター S 1 24 1978 S53 40 旧 ― ― ― ― ― B B A A A ― ― ― Ⅰ ― 金属 複層 PAC ― ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

プール 小学校 その他 ― ― ― ― ― ― ― C ― Ⅰ ― ― ― ― ― ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

管理・教室棟 10-1,10-2,10-3 中学校 校舎 RC 3 2,448 1976 S51 42 旧 済 済 2017 44.1 長寿命 B B B B B A ― ― Ⅰ Ⅲ シート 複層 PAC DRY ― 2004 2004 2007 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ト

イ

レ
○ ○ 大 ○ ○ 空 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

教室棟 10-4 中学校 校舎 RC 3 357 1982 S57 36 新 ― ― ― ― 長寿命 B B B B B A ― ― Ⅰ Ⅲ シート 複層 PAC DRY ― 2004 2007 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ト

イ

レ
○ ○ 大 ○ ○ 空 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

体育館 17 中学校 体育館 RC 2 933 1987 S62 31 新 ― ― ― ― 長寿命 B B A B B ― ― ― Ⅰ Ⅲ 金属 複層 PAC DRY ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 屋上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

武道場・部室棟 18,19,20-1,20-2 中学校 武道場 RC 2 1,000 1987 S62 31 新 ― ― ― ― 長寿命 B B A B B ― ― ― Ⅰ Ⅲ 金属 複層 PAC DRY ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 内部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給食室1 23 中学校 給食センター S 1 54 1979 S54 39 旧 ― ― ― ― ― B B B B B ― ― B Ⅰ ― 金属 ALC PAC ― 給食用 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給食室2 15 中学校 給食センター S 1 14 1983 S58 35 新 ― ― ― ― ― B B B B B ― ― ― Ⅰ ― 金属 ALC PAC ― ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

プール 中学校 その他 ― ― ― ― ― ― ― × ― Ⅰ ― ― ― ― ― ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 塗装 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

構造
階
数

延床
面積
（㎡）

建築年度

履歴

70年前 60年前 50年前 40年前 30年前 20年前 10年前

1949

(S24)
～

1958

(S33)

1959

(S34)
～

1968

(S43)

1969

(S44)
～

1978

(S53)

1979

(S54)
～

1988

(S63)

西暦 和暦
基
準

構造躯体の健全性

築
年
数

診
断

補
強

調査
年度

耐震安全性 長寿命化判定

学校種
別

建物用途
施設名 建物名 棟番号

圧縮
強度
（N/
㎟）

試算上
区分

用途区分

牛久第二中学校

奥野小学校

仕様･性能 工事履歴
棟 共用

屋
根
屋
上
仕
様

外
壁
仕
様

空
調
仕
様

ト
イ
レ
仕
様

エ
レ
ベ
ー

タ
有
無

大
規
模
改
造

耐
震
改
修

部
位
改
修

空
調
改
修

屋
根
・
屋
上

外
壁

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
改
修

劣化状況評価

現

地

調

査

に

よ

る

修

正

昇
降
機

健全
度

（100
点

満点）

給
水
装
置

受
変
電
設
備

グ
ラ
ウ
ン
ド

内
部
仕
上

電
気
設
備

給
排
水
管

冷
暖
房
設
備

プ
ー

ル

B B B

教育環境

A B B

Ｓ46年改正 旧耐震基準 Ｓ56年

（１）建物基本情報
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（3）教室配置・動線の状況と実態・課題

３階

２階

２年生

教室棟1

管理教室棟

英語教室
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
ﾙｰﾑ

理科室

準備室

2-1 3-1
きらきら
学級

にこにこ
学級

研修室
会議室音楽室

準備室

３年生

配
膳
室

図書室 コンピュータ室

少人数教室

みんなの部屋
図工室

準備室

4-15-1 6-1
通級指導教室

管理教室棟

教室棟1

４年生５年生 ６年生

２年生

教室棟1

管理教室棟

英語教室
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
ﾙｰﾑ

理科室

準備室

2-1 3-1
きらきら
学級

にこにこ
学級

研修室
会議室音楽室

準備室

３年生

家庭科室

1-21-1

準
備
室

保
健
室

校
長
室

職員室

更衣
室

印刷
室

放送室
相談
室

給食室給
食
室

給
食
室

管理教室棟

給食棟教室棟1

１年生

A 校舎棟1は3回のみ小

学校の特別教室として
使用

B 高学年は1クラスずつ
3階にまとまって配置 実態・課題

教室棟１の1-2階は、

保育室として他用途
転用済み

課題

小規模校だが自校
方式での給食を実施

2-1

１年生

教室棟

技術室
調理室

給食室

給食室

保
健
室

放送室

教育相談室2

校
長
室

印刷室

書庫

職員室

更衣室

更
衣
室

理
科
準
備
室

教
育
相
談
室
1

理科室

図書室
コンピュータ室

機械
準備室

図書
準備室

生徒会室
兼

ＰＴＡ室

3-1 少人数教室被服室

社
会
準
備
室

配膳室

1-1あすなろ教室わかば教室 少人数教室 音楽室美術室

音楽
準備室

美術
準備室

英語教室
ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ
ﾋﾙｽﾞﾙｰﾑ

教室棟

教室棟

管理教室棟

管理教室棟

管理教室棟

給食室

２年生
３年生

国
数
英
教
材
室

配膳室

１年生

1-1あすなろ教室わかば教室 少人数教室 音楽室美術室

音楽
準備室

美術
準備室

英語教室
ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ
ﾋﾙｽﾞﾙｰﾑ

教室棟
管理教室棟

国
数
英
教
材
室

配膳室

2-1 図書室
コンピュータ室

機械
準備室

図書
準備室

生徒会室

兼
ＰＴＡ室

3-1 少人数教室被服室

社
会
準
備
室

配膳室

教室棟
管理教室棟

２年生
３年生

教室棟

技術室
調理室

給食室

給食室

保
健
室

放送室

教育相談室2

校
長
室

印刷室

書庫

職員室

更衣室

更
衣
室

理
科
準
備
室

教
育
相
談
室
1

理科室

管理教室棟

給食室

（奥野小学校） （牛久第二中学校）

• 両校ともに施設規模が小さく、既存の校舎を活用しての一体型小中一貫校の建設は
難しい

児童生徒の動線

棟単位での計画時に
調整が求められる
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２階

２年生

教室棟1

管理教室棟

英語教室
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
ﾙｰﾑ

理科室

準備室

2-1 3-1
きらきら
学級

にこにこ
学級

研修室
会議室音楽室

準備室

３年生

2-1

１年生

教室棟

技術室
調理室

給食室

給食室

保
健
室

放送室

教育相談室2

校
長
室

印刷室

書庫

職員室

更衣室

更
衣
室

理
科
準
備
室

教
育
相
談
室
1

理科室

図書室
コンピュータ室

機械
準備室

図書
準備室

生徒会室
兼

ＰＴＡ室

3-1 少人数教室被服室

社
会
準
備
室

配膳室

1-1あすなろ教室わかば教室 少人数教室 音楽室美術室

音楽
準備室

美術
準備室

英語教室
ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ
ﾋﾙｽﾞﾙｰﾑ

教室棟

教室棟

管理教室棟

管理教室棟

管理教室棟

給食室

２年生
３年生

国
数
英
教
材
室

配膳室

（５）実態・課題からの改善の方向性
現状：両校とも児童生徒数減による小規模校化が進む。

小中一貫教育が実施されている。

課題：
①地域の人口規模が小さく、学区内の児童生徒だけでは学校の維持が難しい。

 また、地域内に居住する未就学児童は今後も減少の見込みである。
②小・中学校ともに施設規模が小さく、現在の保有施設では、既存施設を活用して

 の一体的な整備ができない。
③敷地は近接しているが、両校間に直線的な動線がない。
④小規模校２校が別々に自校給食設備を保有している。

段階①＜連携型一貫校による改善案＞
①小中一貫教育のための職員室、図書室等の統合を実施。
②児童生徒の移動経路の確保のため、通用口設置による動線の新設する。
③２校の給食室を統合し、親子方式による効率化と保有面積の削減を実施する。

段階②＜一体型義務教育学校の新築整備＞
①築52年を経過し、劣化状況も悪い奥野小学校への修繕や改修を今後行わず、

  代替として奥野小学校の敷地に義務教育学校を新築する。
②牛久第二中学校は、義務教育学校へ移転し、授業や部活動で既存のグラウンド

 を活用、体育館・武道棟のみ残し、校舎は解体する。
③中学校のグラウンドは、隣接する奥野生涯学習センター（直営）、奥野運動公園

（NPO委託）と併せて委託または指定管理制度による一括管理を行い、運営の効
率化と施設の地域開放の推進を図る。

方向性：特色ある義務教育学校の創出と、学区域外からの児童生徒誘致による
  小規模校の維持。
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段階① 連携型一貫校としての活用

学校開放・
連携の強化

３階

課題

小中学校間の移
動には、公道を
通じた大回りが
必要

改善案②
両校の動線を確保できる通用門の設置

一体型校舎
の新築

奥野小学校

改善案①
職員室、図書室棟の統合

改善案③
２校の給食室統合

段階② 一体型義務教育学校の新築整備・中学校施設の地域開放

昭和42年築 築52年

奥野小学校 3,745㎡

児童数 207人（H30）
128人（H36）

昭和52年築 築42年

牛久第二中学校 4,806㎡

生徒数 97人（H30）
78人（H36）

昭和54年築 築40年
利用者数  23,734人

奥野生涯学習センター
1,091㎡

図書室

多目的室 和室調理室

美術室研修室平成元年築 築29年
・野球場・ﾃﾆｽｺｰﾄ
・ｸﾛｯｹｰ・ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場

奥野運動広場 125㎡

改善案①

小学校敷地への義務教育学
校の建設と既存校舎の解体

改善案②

奥野生涯学習センターを指定管理
化の上で、中学校グラウンド・奥野
運動広場の運営管理を一括化

参考先進事例：
①笠間市立みなみ学園義務教育学校（小規模特認校）

平成29年に、南小学校・南中学校を統合して成立した９年制の義務教育学校。
 5-4制を導入した施設分離型一体校として、１～５年生が南小学校校舎を、６～９
 年生が南中学校校舎を使用して学習。
 １学年３５人定員で、市内全域より通学できる小規模特認校となっている

②千葉県市川市立塩浜学園義務教育学校
 小中連携のモデル校として、平成27年に塩浜小学校、塩浜中学校が統合。
 ４-３-２制を導入した施設分離型一貫校として、１～４年生が旧小学校校舎、 ５～
９年生が旧中学校校舎を使用。学年ブロックごとのまとまりのある教育を進める
ため、平成３２年度中に一体型の校舎を新設予定。



牛久小学校 プール 1970 48 B ―

岡田小学校 プール 1967 51 Ｄ
ひたち野うしく小の

プールを使用

牛久第二小学校 プール 1978 40 B ―

向台小学校 プール 1982 36 B ―

神谷小学校 プール 1982 36 C ―

中根小学校 プール 1979 39 C ―

ひたち野うしく
小学校

プール棟 2011 7 A 岡田小の児童も使用

奥野小学校 プール 1969 49 C ―

牛久第一中学校 ━

牛久第二中学校 プール 1970 48 ×
下根中学校 プール 1980 38 ×
牛久第三中学校 プール 1983 35 ×
牛久南中学校 プール 1986 32 ×

建物基本情報

プール設備解体済

H29まで運動公園
プール利用

H30・31は授業なし

学校名 建物名
築
年 備考劣化状況

建築
年度

（１）複数校での屋内プールの整備・共用化

（２）自治体保有の屋内プールの活用

（３）民間スポーツクラブの活用

（４）専門のインストラクターによる水泳指導

（５）バスによる送迎

（６）事業スキームの検討

（７）共用化した場合のコスト把握

現状把握

２.共用化方策の検討

４.民間事業者サウンディング・ヒアリング

５.効果の明確化

３.水泳授業改善方策基本計画（案）

（１）対象の選定・リスト

（２）調査方法

（１）共用化による効果

（２）コストシミュレーション・効果

（１）基本方針

（２）共用化等改善計画

（３）事業スケジュール

実態課題

改善の方向性

改善案の検討

施設状況

運営管理状況

コスト状況

■施設情報一覧

施設にかかるコスト（内訳）

運営管理にかかるコスト（内

訳）

共用校のﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ（４時間授業の場合）

ひたち野うしく小温水ﾌﾟｰﾙ活用状況

実施時期・実施校

授業の実施単位・時間

① 学校プールを廃止、市民プール等を活用

② 民間ｽｲﾐﾝｸﾞｽｸｰﾙで水泳授業を実施

③ 複数校でプールを共用化

④ 土地を提供し、民間がプールを建設

共用化対象エリア

• 温水プール、更衣・シャワー等

• 施設レベル向上 等

• プールの衛生管理、安全管理等の先生の
負担軽減

• 教育効果の向上、地域での活用 等

• 天候に左右されない、 プライバシーの確
保

• 民間収益サービス

• 施設にかかるコスト

• 運営管理にかかるコスト

施設状況

運営管理
状況

活用状況

コスト状況

プ
ー
ル
の
共
用
化

事業検討に向けて（基本計画策定）

施設状況

運営管理状況

活用状況

コスト状況

■共用化検討（イメージ）

6,779千円

22％

○％

現状 共用化

民間を含めたプール

の配置状況

改善案

水道費、下水費、薬剤費、
検査費、ろ過器点検費等

維持管理費

施設状況 運営管理状況 活用状況 コスト状況

比較検討（効果の明確化）

プールの共用化
民間サポート（指導補助・バス送迎等）

1

2

3

4

施設プラン 運営管理プラン 活用プラン（地域等） コストプラン（整備・管理運営）

基本計画策定5

合意形成（庁内・学校・保護者）事業方式 ｽｹｼﾞｭｰﾙ

事業者選定

民間ｻｳﾝ
ﾃﾞｨﾝｸﾞ

公募要項
要求水準

提案審
査

契約交渉
仕様調整

事業
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

6

市内各中学校
（牛久第二中除
く）

牛久第二中は奥野
小学校のプール使
用

ひたち野うしく
小学校屋内プール

牛久運動公園プール

中学校の授業は
運動公園プールで実施

岡田小プール
老朽化

・6月～9月にかけて実施（岡田小は10月も実施）
・小学校は岡田小学校を除き自校で実施
・中学校は自校での授業なし。H29までは
牛久運動公園プールで実施。H30-31は
公園プール改修のため授業なし

・小学生：9-12時間（自校方式）
（岡田小学校は移動込み4時間×2）

・中学生：移動時間含み10時間程度（H29実績）

例：牛久第三中学校（牛久運動公園プール利用）

施設に係るコスト（他市の事例）

基礎情報

（2）プール施設の現状と改善案

A・Bは自校、Cは岡田小学校、空欄の時間は開放

・市内各小中学校のプール施設は、中学校及び岡田小学校で老朽化により使用していない。
・また、

１ 小中学校のプール施設の現状

（１）施設の現状把握

ひたち野うしく
小学校屋内プール

牛久運動公園プール

中学校の授業は
運動公園プールで実施

岡田小プール
老朽化

・中学校のプールは使用されていない。牛久第一中学校は体育館新築時にプールを解体
・H29までは、牛久運動公園の屋内プールを使用していたが、老朽化のため使用できない
・Ｈ30／31年度はプール授業を行わない。

・小学校プールは８校中４校で劣化が進行
・岡田小学校のプールは使用を停止し、バス移動の上でひたち野うしく小学校の温水プー
ルを、同校が使用しない時間帯に使用

・ひたち野うしく小プールは、ひたち野うしく小（３０学級×１２時間）と岡田小学校（１７学級
×４時間）を、6～10月（夏休み以外）にかけて実施

（２）プール授業の運営状況

実態・課題

移動 着替 授業 着替 移動

時刻 8:35 8:45 9:00 9:40 10:40 10:50 11:50 12:05 12:30

経過時間 10分 15分 40分 60分 10分 60分 15分 25分 -

内容
バス
乗込

移動
着替え
・準備

授業
①

休憩
授業
②

着替え
・移動

バス
乗込

学校
到着

児童生徒の移動の対応

・授業時間調整後、市の保有するバスを手配

時間 月 火 水 木 金

1時間目 8:35～9:20

2時間目 9:30～10:15

3時間目 10:35～11:20 A A C A A

4時間目 11:30～12:15 A A C A A

5時間目 13:50～14:35 B B B

6時間目 14:45～15:30 B B B

AM

PM

A・Bは自校、Cは岡田小学校、空欄の時間は開放
（３）改善案の検討

近隣学校間での拠点化・共用化

③プール授業の民間委託

③プール授業の民間委託

牛久・岡田地区の小中学校３校程度をグループ化、
プール授業を行う学校を小学校１校に集約。

児童生徒の移動には、市又は民間事業者によるバ
  での移動を実施。

授業１回あたり3～４
コマでの授業が可能

余裕時間あり。

ひたち野うしく小の授
業を集約できる。

拠点化

民間委託

6,779千円
○％

現状 共用化

施設に係るコスト（他市の事例）

6,779千円 

 

○％

現状 共用化

施設に係るコスト（他市の事例）

51

拠点化

・学級数の多い小学校１校
のプールを更新し、外部か
らの更衣室と屋根を設置

・小学校１校と中学校からは、
バスによる移動



7 継続的な運用に向けて

（１）継続的な維持管理の必要性

52



１ 情報の一元化・データ更新

活用

システム画面（WEBブラウザ）

（表計算ソフト等によるアウトプット）

オーダーメイドのアウトプットをそのまま管理・運用

➢ 計画策定時のエクセルファイルをそのまま

運用段階で活用

➢ 各種出力帳票や管理情報項目の柔軟な見直

しが可能

➢ 文科省や総務省ソフトと連動した「建物情

報一覧」により施設を見える化

➢ 継続的な劣化調査を効率的に実施可能

（施設の新設、解体、転用の反映）
（工事履歴管理）（計画の進捗管理）

・データ更新の際に、同じ情報を入力する必要はなく一度で他のアウトプットに連動。

２ 劣化状況調査の実施

活用

・建築基準法１２条の定期点検（１２条点検）と合わせた劣化状況調査を効率的に実施できます。

・調査票のレイアウト作成、調査票の発行、調査票の回収、データベース登録、各種アウトプット作成に反映。

① 調査票フォーマット

の作成

② 調査票の発行 ④ 調査票の回収③ 調査の実施

年度） 年

㎡ 地上 3 階 地下 0 階

経年

1 屋根 ■ アスファルト保護防水 36 C ■

屋上 □ アスファルト露出防水 □

□ シート防水 □

□ 塗膜防水 □

■ 金属屋根（長尺、折板） 9 A □

□ 屋根（ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ、スレート、瓦類） ■

□ その他屋根 （ ） □

2 外壁 □ 複層塗り ■

■ 薄塗り（リシン等） 36 C □

□ 打放し □

■ タイル、石張り 36 C ■

□ 金属系パネル ■

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） ■

□ その他外壁 （ ）

3 外部 ■ アルミ製サッシ＋単板ガラス 36 B □

開口部 □ アルミ製サッシ＋複層ガラス □

□ 鋼製サッシ □

□ 防音サッシ ■

□ （ ）

4 内部仕上 □ 全面的改修　未実施 □

（床・壁・天井） ■ 全面的改修　実施済 4 A □

（内部建具） □ □

（間仕切等） □ □

□ □

5 電気設備 ■ 受変電設備 （ ） 36 C □

■ （ ） 36 C □

■ 通信設備 （ ） 36 C □

■ 防災設備 （ ） 36 C □

■ その他 （ ） 4 A

6 給排水 ■ 給水設備 （ ） 36 C □

衛生設備 □ 給湯設備 （ ） □

■ 排水設備 （ ） 36 C □

■ 衛生器具 （ ） 36 C □

■ ガス設備 （ ） 36 C

■ 消火設備 （ ） 36 C

7 冷暖房 ■ ） 8 A □

換気 ■ ■ ） 36 C □

設備 ■ ダクト・配管設備 36 C □

□ ） □

□ ）

■ 換気設備 36 C

8 昇降機 ■ エレベーター　1号機 36 C □

□ □

9 耐震 ■ H28耐震診断により補強必要 36

□ その他 （ ）

10 外構及び ■ 消雪パイプ（来庁者駐車場） 36 C

工作物 □

11 その他 □

□

未改修

未改修

未改修 通常の使用に支障がある
C保守点検等や行政庁から指摘がある

□
個別
方式

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ空調設備（ 保守点検等や行政庁から指摘がある

その他（

C

空調機器（ 未改修 機器に異音・異臭・漏水がある

未改修 ドレンのつまり等がある

未改修

中央
方式

熱源設備（ 2010 通常の使用に支障がある 冷温水機は交
換済み。

保守点検等や行政庁から指摘がある

未改修

屋内消火栓 未改修

受水槽＋ポンプ 未改修 水質・水量等で使用に支障がある

C

機器が頻繁に故障（異音・漏水）

未改修 排水のつまりや臭い、蛇口からの錆水

未改修

電力・電灯設備 未改修 機器が頻繁に故障する

未改修 ブレーカーが時々落ちる

自動火災報知設備 未改修 保守点検等や行政庁から指摘がある

A
2014 壁仕上材にひび割れ等の不具合がある

保守点検等や行政庁から指摘がある

高圧、内部ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 未改修 機器の全面的な錆・腐食・破損等

天井に落下の危険がある

防火扉の誤作動・誤報がある

C

自家発電機 2014

その他開口部

床仕上材に使用上の支障がある

B
窓・ドアに錆・腐食・変形・塗装の剥がれがある

窓・ドアの廻りに漏水がある

外部手すり等に錆・腐朽・ぐらつきがある 数か所

未改修 窓・ドアの開閉、施錠等に不具合がある

広範囲

内部に外壁からの漏水がある 数か所

目地、建具周りのシーリングが劣化している 広範囲

外壁タイルの
浮き、ひび割
れが広範囲に
確認でき、室
内への漏水が
確認できる。 C

未改修 ひび割れ、錆汁がある

塗装の退色、膨れ、剥がれがある

未改修 タイルや石に剥がれ、浮き、ひび割れがある

ドレン、樋の錆、亀裂、詰まり等がある

剥落、浮き、爆裂、大きな亀裂がある 数か所

2009 屋根葺材に錆・腐朽・欠損がある

笠木に錆、変形、浮き、ひび割れ等がある 数か所

総
合
評

年度 範囲

未改修 降雨時に雨漏りがある 融雪の際に陸
屋根から雨漏
りがする。

C

天井等に雨漏り痕がある

1982 年度　（ 昭和57

保護層のひび割れ、目地の暴れ・欠損がある

防水層に膨れ・破れ等がある

公共施設名 〇〇施設 施設コード S00000 調査日 2017年10月19日

建物名 〇〇棟 建物コード T00000 記入者 〇〇

部位
仕様

（該当する項目は「■」を選択。複数選択可。

（　）内及び空欄行には具体的な仕様名を記入）

改修履歴
評価 劣化事象

（複数回答可）
特記事項

建築年数 36

構造種別 RC 延床面積 2,800 階数

棟番号 1 建築年度

• 情報項目（部位等）の追加・変

更、レイアウト編集

• 建物情報一覧との連動しない項

目も設定可能

劣化状況調査票

経年

1 屋根 ■ アスファルト保護防水 8 □

屋上 □ アスファルト露出防水 □

■ シート防水 8 ■

□ 塗膜防水 □

□ 金属屋根（長尺、折板）　 □

□ 屋根（ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ、スレート） □

□ その他屋根 □ ドレン、樋の錆、亀裂、詰まり等がある

屋根葺材に錆・腐朽・欠損がある

笠木に錆、変形、浮き、ひび割れ等がある

2010 保護層のひび割れ、目地の暴れ・欠損がある 広範囲

防水層に膨れ・破れ等がある

年度 範囲

2010 降雨時に雨漏りがある

天井等に雨漏り痕がある

部位

仕様
（該当する項目は「□」を選択。複数選

択可。

（　）内及び空欄行には具体的な仕様

改修履歴 劣化事象
（複数回答可）部位 仕様

改修
履歴

劣化事象

写真台帳

屋上防水

校舎-4

場所

棟名

範囲に劣化が見られ安全
上、機能上問題がある。

保護モルタルが割れて破損
し、防水層が露出

屋根・屋上

20

部位

写真No.

C評価

余白

⑤ 建物情報一覧

カルテの更新
• 対象施設の選定・抽

出（１２条点検であ

れば３年に１巡）

• 既存データ（前回調

査データ）を入力し

て調査票を発行

• 調査担当者の登録

• 調査依頼メールの発

送

• 調査結果を記入した

調査票（エクセル）

をアップロード（ク

ラウド版）または

メール等でデータ受

け渡し（庁内サー

バー版）

• 回収結果の一覧作成

• データチェック後、

データベースに一括

登録

• カルテのフォーマッ

ト作成（データベー

ス連動項目の設定）

• マニュアルに従って評価付け

• 技術的所見の記入

• 写真撮影・整理・保存

➢ 事前に調査票を取り出し必要なデータを記

入（調査準備）

➢ 現地で各部位の評価付け（ＡＢＣＤ）

➢ 写真撮影から写真の整理格納を効率化

➢ 調査・評価マニュアルの共有

➢ 劣化調査以外でも活用可能・・・任意の様

式で調査票が作成できるため、各所管課・

各施設に対する各種照会を効率的に実施。

４ 個別施設の改善検討

活用

① 施設別条件シートの作成

・個別施設の変化（過去→現在、現在→将来）に対して、施設の状況とのギャップを明らかにし、改善案を作成。

・システムから「施設別条件シート」を出力できます。検討結果はＰＤＦ等のアップロードによりファイル管理可能。

② 条件整理 ③ プラン作成・見直し ④ 効果検証

（施設概要、建物概要、周辺地図、写真） （諸室の配置、面積、動線等の計画条件）

（現状） （改善）

（現状と改善プラン、プランの考え方） （ライフサイクルコスト、面積削減等）

（現状）

（改善）

３ コストシミュレーション

活用

（事業が決まれば全体計画に反映）

・個別施設の実態に基づき分類分けを行い、今後の修繕・改修・建替え等の将来計画について複数案で検討。

（目標使用年数、部位の更新周期・整備水準、劣化状況の反映、工事量等による平準化、改築の規模設定等）

-5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 799 799 467 467 0 0 172 303 1,377 2,146 1,044 2,322 2,387 452 243 3,812 16,791 24.7%

1,555 2,829 2,588 1,314 1,834 1,834 1,330 1,605 1,737 2,277 1,074 468 286 311 660 1,502 1,076 1,709 1,709 0 189 307 209 591 501 353 353 0 0 597 597 0 415 415 0 0 0 0 0 0 32,223 47.5%

139 87 66 418 0 294 0 0 0 484 0 58 927 428 63 1,076 92 107 0 1,877 234 1,048 57 0 491 0 69 229 188 660 216 174 56 172 355 884 0 1,411 0 0 12,359 18.2%

0 0.0%

163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 163 6,509 9.6%

1,856 3,079 2,817 1,894 1,997 2,291 1,493 1,768 1,899 2,923 1,236 688 1,376 901 886 2,740 1,330 1,978 1,872 2,040 586 1,518 428 754 1,954 1,314 1,052 859 351 1,420 1,147 640 2,011 2,895 1,562 3,369 2,550 2,026 405 3,975 67,882

国費（補助金） 0 ######

起債（交付税） 0 ######

起債（償還金） 0 ######

一般財源 0 ######

0 0一般財源の総額

財
源
別
内
訳

合計金額

（年度）

計

10か年総額　　 億円 10か年総額　　 億円 10か年総額　　 億円 10か年総額　　 億円

（単位：百万円）

10か年総額　　220 億円 10か年総額　　150 億円 10か年総額　　102 億円 10か年総額　　206 億円

経常修繕費

部位改修

中規模修繕

長寿命化改修

改築

139 87 66
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1,076

92 107

1,877

234
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69
229 188
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新築・改築長寿命化改修 中規模修繕経常修繕費

現在

１０年間総額
220億円
22.0億円／年

２０年間総額
370億円
18.5億円／年

４０年間総額
679億円
17.0億円／年

財政制約ライン

大規模改修

建替え

中規模改修

現在
Ａ案

20年 30年 40年10年

総額・・・円
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80 Ⅱ 4 ○ 設 ○ ○ ○ ○ 中 ○ ○ ○ ○昇○○○○
受
・
設

○○○○○○○○●大◎◎◎◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 273,350

80 Ⅱ 2 中 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■
設
・
昇

■■■■建 建 建 180,894

80 Ⅲ 3 ○ ○ ● 大 大 ◎ ◎ ◎ 設 ◎ ◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ ◎ 中 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■
設
・
昇

■ 892,493

80 Ⅰ 5 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 中 ■ ■■■■■■■■■■■ ■ ■
設
・
昇

■ ■ ■ ■ 建 建 建 764,463

80 Ⅰ 6 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 中 ■■■■■■■■■■■ ■ ■ ■
設
・
昇

■ ■ ■ ■ 建 建 建△ △ △ △ △ △ △ △ 954,856

80 Ⅰ 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎中■■■■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
設
・
昇

■ ■ ■ ■× × × △ △ △ △ △ 175,938

留意点

屋上のみ
直近に改修

中規模改修

中規模改修

大規模改修

建替え

中規模改修

優先度

30年後 40年後
施
設
重
要
度

劣
化
状
況
か
ら
の
優

目
標
使
用
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数

10年後 20年後

目標使用年数/修繕・改修

40年
間の
総額

部位改修

建替え
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目
標
年
数

単
価
タ
イ
プ

優
先
順
位

整
備
区
分
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80 Ⅱ 4 ○ 設 ○ ○ ○ ○ 中 ○ ○ ○ ○昇○○○○
受
・
設

○○○○○○○○●大◎◎◎◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 273,350

80 Ⅱ 2 中 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■
設
・
昇

■■■■建 建 建 180,894

80 Ⅲ 3 ○ ○ ● 大 大 ◎ ◎ ◎ 設 ◎ ◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ ◎ 中 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■
設
・
昇

■ 892,493

80 Ⅰ 5 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 中 ■ ■■■■■■■■■■■ ■ ■
設
・
昇

■ ■ ■ ■ 建 建 建 764,463

80 Ⅰ 6 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 中 ■■■■■■■■■■■ ■ ■ ■
設
・
昇

■ ■ ■ ■ 建 建 建△ △ △ △ △ △ △ △ 954,856

80 Ⅰ 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎中■■■■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
設
・
昇

■ ■ ■ ■× × × △ △ △ △ △ 175,938

留意点

屋上のみ
直近に改修

中規模改修

中規模改修

大規模改修

建替え

中規模改修

優先度

30年後 40年後
施
設
重
要
度

劣
化
状
況
か
ら
の
優

目
標
使
用
年
数

10年後 20年後

目標使用年数/修繕・改修

40年
間の
総額

中規模改修

30年

30年

30年

将来計画分類分け

大規模改修旧耐震基準

中棟 001 ①教室棟（1棟） RC 3 2,318 1951 S26 66 旧 済 済 H23 13.7 長寿命 H29 C B B C A C B - - 57 - - - Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅰ

南東教室棟 002 ①教室棟（1棟） RC 2 675 1952 S27 65 旧 済 - H11 13.7 クラック 長寿命 H29 C C B B A C C - - 65 - - - Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅰ

南西管理棟 003 ①教室棟（1棟） RC 2 1,094 1954 S29 63 旧 済 - H11 17.2 クラック 長寿命 H29 C C B C A C C - - 50 - - - Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅰ

特別教室棟 007 ①教室棟（1棟） RC 2 246 1957 S32 60 旧 済 済 H11 22.4 長寿命 H29 B B B C A C C - - 54 - - - Ⅰ Ⅰ Ⅱ -

体育館　特別教
室棟

025
③複合体育館
棟（1棟） RC 2 2,224 1976 S51 41 旧 済 済 H19 25.3 長寿命 H29 A B B B A C C - - 71 - - - Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅰ

屋外プ-ル
⑥屋外プール（1
棟） RC - - 1989 H1 28 - - - H29 - - - - - - - C - 40 - - - - - - -

小
学
校

〇〇
小学校

学
校
種
別

施
設
名

棟
名

棟
番
号

建
物

タ
イ
プ

構
造

階
数

延
床
面
積

西
暦

和
暦

築
後
年
数

耐
震
基
準

診
断

補
強

調
査
年
度

圧
縮
強
度

目
視
状
況

評
価

調
査
年
度

屋
根
・屋
上

外
壁

外
部
建
具

内
装

冷
暖
房
設
備

給
排
水
管

電
気
設
備

プ
ー
ル

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

健全
度

（100
点）

給
水
装
置

受
変
電
設
備

グ
ラ
ウ
ン
ド

省
エ
ネ
化

バ
リ
ア
フ
リ
ー

防
災
・防
犯

ト
イ
レ

施設別
棟別

校舎と体育館の複合
や、地域連携施設を
含む等の建物のタイ
プ区分

Ｃ

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○
外
壁
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ □ □ □ 耐震 空調 □ □ □ □

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
外
壁
○○◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空調 □ □ □ □

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
外
壁
外
壁
○○○○○◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ 防水 ◎ ◎ 耐震 空調 ◎ ◎ □ □

○○○○○○○○○○○○
外
壁
○○○○○○○○○○○○○○○○○○

外
壁
○○○○○○◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ ◎ 防水 ◎ 耐震 空調 ◎ ◎ □ □

△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
外
壁
外
壁
○○○○○○○○◎◎◎◎◎◎◎◎◎外壁 ◎ ◎ ◎ 耐震 空調 ◎ ◎ ◎ ◎

△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○
外
壁
○○○○○○○○○○○○○○○○

耐
震
外壁 ○ ○ ○ ○ 空調 防水 ◎ ◎ ◎

1959～1968 1969～1978 1979～1988 1989～1998 1999～2008

これまでの改修履歴

10年前60年前 50年前 40年前 30年前 20年前

耐震改修防水・外壁改修

空調設置建築

塗
装

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○
外
壁
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ □ □ □ 耐震 空調 □ □ □ □

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
外
壁
○○◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空調 □ □ □ □

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
外
壁
外
壁
○○○○○◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ 防水 ◎ ◎ 耐震 空調 ◎ ◎ □ □

○○○○○○○○○○○○
外
壁
○○○○○○○○○○○○○○○○○○

外
壁
○○○○○○◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ ◎ 防水 ◎ 耐震 空調 ◎ ◎ □ □

△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
外
壁
外
壁
○○○○○○○○◎◎◎◎◎◎◎◎◎外壁 ◎ ◎ ◎ 耐震 空調 ◎ ◎ ◎ ◎

△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○
外
壁
○○○○○○○○○○○○○○○○

耐
震
外壁 ○ ○ ○ ○ 空調 防水 ◎ ◎ ◎

1959～1968 1969～1978 1979～1988 1989～1998 1999～2008

これまでの改修履歴

10年前60年前 50年前 40年前 30年前 20年前

① 建物基本情報 躯体健全性 躯体以外の劣化状況１ ２ ３ 工事履歴５

現在

仕様４

建物情報一覧 ① 建物の実態・課題の整理 ② 分類分け ④ 全体コスト算定③ 改修等の設定

（単価設定、算定ロジック整理）

公共施設マネジメントシステム

クラウド
サーバー

インターネット

（外部）
点検等の
受託者

各施設
管理者

各所管課

マネジメント部門

システム利用イメージ (クラウド版）

Gateway

システム用庁内
サーバー設置

メール等でデータ
受け渡し

（外部）
点検等の
受託者

各施設
管理者

各所管課

マネジメント部
門

(庁内サーバ版）

✓ ログイン制御（各ユー

ザーの操作権限設定）

✓ メール送信、ダッシュボー

ド機能によりユーザー間

の通信が可能

✓ エクセル形式の入出力

✓ ＰＤＦ等のファイル共有

業務をスムーズにする
各種の付属機能

さまざまな既存資料

文科省
学校施設台帳

設備台帳
（設備年表）

１２条点検
報告書

耐震診断
報告書

躯体詳細調査
報告書

（躯体健全性）
工事台帳

決算書
（投資的経費）

固定資産台帳
設計図書
（竣工図）
内訳書ＩＳ値一覧

建物情報一覧（概要情報）

１次評価 ２次評価
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敷地63,331
㎡

1 北教室棟 R 3 1,593 1967 S42 51 旧 済 済 0.61 H11 22.8 0.6 長寿命 B C B A A 71 無 - - - 湿式 3 無 ― ○○○○○○○○○○○○ ○耐○○◎◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ×

延床12,564
㎡

北特別教室棟 R 3 1,139 1968 S43 50 旧 済 済 0.61 H11 34.7 1.3 長寿命 B A A A A 98 無 - - - - - - ― ○○○○○○○○○○○○ ○耐○○○◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

全日制 2 管理棟（Ｈ１８耐震改修）　 R 4 1,783 1969 S44 49 旧 済 済 0.62 H11 17.2 0.4 長寿命 A A C A A 78 無 - - - 湿式 11 有 11人乗 ○ ○○○○○ ○○○○○○○○○○耐○◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

666名　20CR 冷暖房機械室（Ｈ１８耐震改修）井戸機械室１５㎡　 R 5 266 1968 S43 50 旧 済 済 H11 19.0 0.4 長寿命 A A A A A 100 無 - - - - - - ― ○ ○○○○○ ○○○○○○○○○○耐◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

管理棟（Ｈ１８耐震改修）　 R 3 972 1969 S44 49 旧 済 済 H11 19.0 0.4 長寿命 A A C A A 78 無 - - - - - - ― ○ ○○○○○ ○○○○○○○○○○耐○◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

便所 S 2 83 1998 H10 20 新 - - - - 長寿命 B A A A A 98 無 - - - - - - ― △△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

エレベーター及び多目的トイレ及び倉庫 S 3 59 2000 H12 18 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 無 - - - 乾式 2 有 ― △△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大 ● ● ● ● ● ● ● ●

3 南教室棟（Ｈ１７耐震補強）　 R 3 1,593 1968 S43 50 旧 済 済 0.62 H11 17.9 0.7 長寿命 A A B A A 91 無 - - - 湿式 3 無 ― ○○○○○○○○○○○ ○ ○○○耐○◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

南特別教室棟（Ｈ１７耐震補強）　 R 3 1,139 1968 S43 50 旧 済 済 0.62 H11 26.7 0.1 長寿命 A A A A A 100 無 - - - - - - ― ○○○○○○○○○○○ ○ ○○○耐○◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

4 生徒昇降口 S 1 238 1996 H8 22 新 - - - - 長寿命 B A A A A 98 無 - - - - - - ― △△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 セミナーハウス R 2 696 1994 H6 24 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 無 - - - 湿式 5 有 ― △△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 体育館　 S 2 1,677 1969 S44 49 旧 済 済 H17 22.5 1.3 長寿命 H29 1.38 5115
大規模改
修を行い
劣化状況

D C C A A 53 無 - - - - - - ― ○○○○○○○○ ○○ ○ ○○○○○耐 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

7 剣道場 S 1 0 1970 S45 48 旧 済 済 0.9 H16 - 長寿命 A A A A A 100 無 - - - - - - ― ○○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○ ◎ 耐 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

8 柔道場 W 1 426 2007 H19 11 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 無 - - - - - - ― △△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大 ●
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(1) 基礎情報 (2) 躯体の健全性 (3) 劣化状況 (4) 仕様・機能情
報
の
一
元
化
・
見
え
る
化

(6) 計 画(5) 履 歴

履歴情報（主要）劣化状況（概要）躯体健全性

学校単位

棟単位

カルテ（詳細情報）

20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 32年 33年 34年 35年 36年 37年 38年 39年 40年 41年 42年 43年 44年 45年 46年 47年 48年 49年 50年 51年 52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年

1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

H01 H02 H03 H04 H05 H06 H07 H08 H09 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

5

14 24

3

床 5 8

壁
天井
建具
内部雑
受変電設備
電力・電灯設備 1

通信設備
防災設備
給水設備 2 ？ 1

給湯設備
排水設備
衛生器具設備
ガス設備
消火設備
熱源設備
空調機器設備 2 2

ダクト・配管設備

パッケージ空調設備

換気設備
排煙設備

昇降機設備
（人荷用、荷物用、
ｴｽｶﾚｰﾀｰ等）

外構及び
工作物等

（ﾌﾟｰﾙ、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ、
機械駐車設備等）

2 2

5 14 0 0 2 0 5 4 3 0 0 2 11 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　　　年度
部位区分

合計

内部
仕上げ

電気設備

給排水
設備

空調設備

屋根・屋上

外壁

外部開口部

今

後

の

方

向

0

59年～

2028～

H40～

屋上防水

外壁改修

１階屋内、埋設給水管改修

床張替え

冷房機設置（乳児室ほふく
室）

スベリ台改修

プール塗装改
修

建具壁面改修

内部改修

ＰＣＢ照明器具改修

冷房機設置（遊戯室）

ガス管改修
給排水管改修

耐震補強

屋上防水  20年

外壁改修　20年

建具更新
40年

内部改修　40年

電気設備更新

給排水設備更新
（ガス設備を除く）
40年

空調機器更新
20年

換気、排煙設備更新
20年

平成26年度調査

年度）

㎡ 地上 4 階 地下 1 階

基礎 □ 不同沈下がある

（基礎、柱、梁 鉄筋コンクリート造 □ 爆裂・露筋箇所がある

　壁、床） ■ 1mm以上のクラックがある

■ 1mm未満のクラックが部分的にある

□ 0.3mm未満のひび割れがかなりある

鉄骨造 □ 錆による穴あき、破断箇所がある

木造 □ 腐食・蟻害による欠損箇所がある

１ □ ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水 （ ）㎡ □ 降雨時に雨漏りがある

屋上 □ ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水 ■ 天井等に雨漏り痕がある

■ シート防水、塗膜防水 ■ 防水層に膨れ・破れ等がある

□ 勾配屋根（長尺金属板、折板） □ 屋根葺材に錆・損傷がある

□ 勾配屋根（スレート、瓦類） □ 笠木・立上り等に損傷がある

□ その他の屋根 （ ） □ 樋やドレンを目視点検できない

２ ■ 複層塗材 （ ）㎡ □ 鉄筋が見えているところがある

■ タイル張り、石張り □ 外壁から漏水がある

■ 金属系パネル ■ タイルや石が剥がれている

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） □ 大きな亀裂がある

□ その他の外壁 （ ）

３ ■ アルミ製サッシ （ ）㎡ □ 窓・ドアの廻りで漏水がある

開口部 □ 鋼製サッシ ■ 窓・ドアに錆が多くみられる

□ 断熱サッシ、省エネガラス

□ その他開口部 （ ）

４ 外部 ■ バルコニー （ ）㎡ □ 鉄筋が見えているところがある

その他 □ 外部廊下、ピロティ （ ）㎡ □ ｺﾝｸﾘｰﾄ等の落下の危険がある

□ 外階段 （ ）㎡ □ 手すりが錆・腐朽している

□ ﾀﾗｯﾌﾟ、庇、竪樋等に劣化がある

５ ■ 天井高6ｍ超の室 （ ）㎡ □ ｺﾝｸﾘｰﾄの床・壁にヒビがある

□ 体育室等の木製床 （ ）㎡ □ 天井が破損し落下の危険がある

■ 便所 （ ）㎡ □ 床仕上材に使用上の支障がある

６ □ 組積造・ＣＢ造の塀 （ ）ｍ □ 地盤沈下による不具合がある

□ 擁壁 （ ）㎡ □ 塀・擁壁に倒壊の危険がある

■ ｱﾌﾟﾛｰﾁ等の舗装 （ ）㎡ □ 舗装に凹凸があり危険

特記事項（12条点検、消防点検、メーカー点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

※ 構造種別、延床面積等の基本情報が現況と異なる場合は赤字で訂正してください。
※ 該当ある項目を（■）とし、（　）内及び各欄に必要事項を記入してください。
※ チェックリストにある代表的な劣化事象以外に不具合・劣化がある場合は特記してください。

（建築調査者よりの所見）
・屋根、屋上防水は箇所により改修履歴が異なり、この度の評価としてはＡ・Ｂ・Ｄに分類されるものと判断します。ですので、建物全体での総合
評価はＣとして
　おりますが、やはり屋根ごとの防水状況の管理が必要と思われます。
・外壁吹付材は目視においては、特段不良は目立ちませんが、築年数によれば、外壁改修が望ましいと思われます。

Ｂ

Ｂ（室内）

内部

一部、舗装面
にくぼみが見
られるが、危
険はない。

外構

Ｂ

Ｃ

外部 外部ｽﾁｰﾙ製
建具は錆が
見られる。

Ｃ

外壁 構造ｸﾗｯｸによ
るｴﾌﾛﾚｯｾﾝｽ
が部分的に見
られる。

屋根の数が
多く、箇所ごと
に改修履歴が
異なる為、屋
根ごとに経過
観察の上改
修が望まし
い。

Ｃ

（舞台屋上） 1

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

建
築

屋根 Ｈ24 防水改修

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

直近の工事履歴 劣化状況
（複数回答可）

箇所数 特記事項 評価

躯体 構造ｸﾗｯｸが
部
分的に確認で
きる。

Ｃ

構造種別 鉄筋コンクリート造 延床面積 5,954 階数

部位 劣化状況（複数回答可）

主管課名 記入者

棟名 建築年度 昭和54 年度（ 1979

番号

施設名 調査日 平成26年12月9日

各部位の劣化状況
・範囲・コメント(詳細)

写真

各工事の実施内
容
部位ごとの詳細

（劣化状況） （工事履歴）（劣化写真）

全体把握
● 築年別整備状況
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（㎡）

築20年以上 769棟（89%） 68.4万㎡（88%）

対象建物

867棟

78.0万㎡

（年度）

築30年以上 615棟（71%） 54.7万㎡（70%）

築30年以上

17.9万㎡(23%)

築40年以上

29.6万㎡(38%)
築20年以上

13.7万㎡(18%)

築10年以上

4.7万㎡(6%)
築10年未満

4.9万㎡(6%)

築50年以上

7.2万㎡(9%)

㎡

年度

高等学校（校舎）

高等学校（実習棟）

特別支援学校（校舎）

特別支援学校（体育館）

新耐震基準（昭和57年以降）

370棟（43%） 33.4万㎡（43%）

旧耐震基準（昭和56年以前）

497棟（57%） 44.7万㎡（57%）

高等学校（体育館）

特別支援学校（寄宿舎）

高等学校（寄宿舎）

その他

〇〇校
（高校・・、特支・・）

計・・・・棟

校舎の大半は旧耐震。改修状況などから長寿命
化か改築かの判断が必要

新しい学校と古い学校の整備レベ
ルにギャップがある可能性

● 実績値（施設関連経費）

20161997

現在

● 将来コスト
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修繕維持費 中規模修繕 中規模積み残し 長寿命化修繕 大規模改修 大規模積み残し 長寿命積み残し

緊急修繕 取り壊し等 建替え 建替え積み残し その他集計 縮減値 個別工事

（億円）

大規模改造2019年時点で築41年以
上築50年未満の建物の
大規模改造

40年間の総額
1,981億円

40年間の平均
50億円/年

建替中規模修繕

削減効果 38％

削減効
果

修繕（500円/㎡）

（億円）

Ａ案

20年 30年 40年中期（10年）

総額・・・円
・・・円/年

総額・・・円
・・・円/年

長寿命化改修

中規模改修部位改修

建替え

長寿命化による削減効果

周辺状況

・4方向とも住宅地に囲まれている。

教室配置

・学年ごとのまとまりはよい。特に３年生の普通教室と職員
室・進路指導関係の諸室のアクセスは良好に設定されて
いる。

・共通履修室（３室）の使われ方、特別教科教室の使われ
方については、効率化・集約化の面からの評価を要する。
特別教科準備室の面積が大きい箇所が散見される。

・定時制職員室・相談室については、定時制高校の集約方
針を 受けて要否を定める必要がある。

【現状と課題】教室配置

500ｍ

1ｋｍ

施設別条件シート①

留意事項 配置状況

• JR藤枝駅から約4.0Km

• 半径500ｍ圏には小学校、中学校等が

立地。藤枝市郷土博物館・文学館、幼稚
園、保育園がある。

• 半径1km圏には藤枝北高校、藤枝学院

高等専修学校、藤枝市立図書館、藤枝
市役所が立地。

周辺状況

全日制：21、 定時制：4学校名 藤枝東高等学校 地区 志榛 市町 藤枝市 学科 全定併置 定員普通

躯体以外の劣化状況 履　　歴 計　　画

2009

(H21)

2010

(H22)

2011

(H23)

2012

(H24)

2013

(H25)

2014

(H26)

2015

(H27)

2016

(H28)

2017

(H29)

2018

(H30)

2019

(H31)

2020

(H32)

2021

(H33)

2022

(H34)

2023

(H35)

2024

(H36)

2025

(H37)

2026

(H38)

2027

(H39)

2028

(H40)

1 第２棟 2 校舎 ＲＣ 3 2,631 1962 S37 56 校メイン2 旧 － － Ⅰｂ 1.22 22.5 A A A A A 100 △△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○壁○○○○○○○○○○○○○○○◎◎空◎◎◎◎ ◎ 屋 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 建替え 247,322 247,322 247,322

2 第１棟 1 校舎 ＲＣ 4 4,046 1966 S41 52 校メイン1 旧 済 済 Ⅰｂ 0.8 18 A A D D D 43 △△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○耐壁○空○屋◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 建替え 380,339 380,339 380,339

3 中央廊下 39 校舎 ＲＣ 2 109 1966 S41 52 校サブ 旧 － － Ⅰｂ 1.6 C C C C C 40 △△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○◎◎◎ ◎ ◎ 耐 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 建替え 10,246 10,246 10,246

4 第３棟 15 校舎 ＲＣ 2 616 1987 S62 31 校サブ 新 － － Ⅰａ - C C C D B 40 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○空○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長寿命化 29,864 29,864 24,014

5 購買所 18 校舎 Ｗ 1 20 1994 H6 24 校サブ - － － 未掲載 - △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長寿命化 964 964 775

6 旧体育館 3 屋体(1) ＲＣ 2 969 1955 S30 63 体サブ 旧 済 済 Ⅰｂ 1.79 A A A C D 81 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○電○◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ◎ 壁 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 建替え 24,230 24,230 24,230 24,230 24,230 24,230 24,230 24,230 24,230 24,230

7 新体育館-1 4 屋体(1) ＲＣ 1 586 1974 S49 44 体メイン 旧 － － Ⅰａ 1.42 B B D C D 38 △△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○電○○○○○○○○○○耐○○○○ ○ ○ ○ 壁 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 長寿命化 5,040 5,040 5,040 5,040 5,040 5,040 5,040 5,040 5,040 5,040 20,510 48,833 48,833 48,833

8 新体育館-2 5 屋体(1) Ｓ 2 1,451 1974 S49 44 体メイン 旧 済 済 Ⅰａ 1.53 B B D C D 38 △△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○電○○○○○○○○○○耐○○○○ ○ ○ ○ 壁 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 長寿命化 12,476 12,476 12,476 12,476 12,476 12,476 12,476 12,476 12,476 12,476 50,773 120,888 120,888 120,888

9 新体育館-3 6 屋体(1) Ｓ 1 545 1990 H2 28 体メイン 旧 済 済 Ⅰａ 1.42 B B D C D 38 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○電○○○○○○○○○○耐○○○○ ○ ○ ○ 壁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長寿命化 23,435 23,435 19,075

10 駐輪車-1 11 駐輪車 Ｓ 2 1,000 1980 S55 38 - － － 未掲載 - △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 駐輪車-2 19 駐輪車 Ｓ 1 142 1985 S60 33 - － － 未掲載 - △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 職員駐輪場（東） 34 駐輪車 Ｓ 1 - 1988 S63 30 - － － 未掲載 - △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 駐輪車-3 36 駐輪車 Ｓ 1 - 1988 S63 30 - － － 未掲載 - △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 駐輪車-4 37 駐輪車 Ｓ 1 - 1988 S63 30 - － － 未掲載 - 17.6 △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 職員駐輪場（西） 35 駐輪車 Ｓ 1 - 1998 H10 20 - － － 未掲載 - △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 プ-ル更衣室 40 ﾌﾟｰﾙ附属 ＲＣ 1 106 1972 S47 46 旧 － － Ⅰａ 2.07 △△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

17 プール プール 300 1973 S48 45 △△△△△△△△△△△△△△建○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

施設概要 構造躯体の健全性
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建物基本情報

メイン・サブ
の区分

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

建物情報一覧（2018年度）
現 在

：築40年以上
Ｓ46年改正

旧耐震基準

Ｓ56年

施設情報一覧

①

②

③ 全日

④ 定時

⑤

⑥

全日

① 定時

② 乗用 台

③ 荷物用 台

④

放送・通信

建物情報一覧

周辺法面対策箇所

生
徒
数

施設
台帳

0

施設
名

住所
静岡市清水区秋吉町５番１０
号

全日・普通：240人、理数40人 定時・普通：40人

財産事務取扱者 コード 807032

2　　001① ④ 　　

③ 　　

学校名 清水東高等学校 地区 清水 市町 静岡市 学科 普通・理数 定員全定併置

財産
台帳

0

敷地面積

18,580㎡

防災盤

② 　　 ⑤ 　　

⑥ 　　

口座番号

清水東高等学校

清水東高等学校

構造

34,099㎡

合計

合計

建物敷地 13,419㎡

運動場 18,580㎡

その他 2,100㎡

31,850㎡

借用 0㎡

プール

合計 65台

駐車場

長さ 25㎡

コース数 8面

教職員用（範囲内） 62台

来客用（範囲内） 3台

その他 0台

調整池機能

埋蔵文化財

地盤沈下

周辺崖情報

汚水処理（下水接続）

建築基準法による許可

都市計画法による規制

景観計画 景観地区内

高度地区

無

済 有

煙突アスベスト 無

特定天井

内、テニスコート 0面

その他（相撲場等） 0㎡

屋外運動場

土砂災害
警戒区域

無

運動場面積
二住用途地域等

津波浸水区域 浸水区域外

31,850㎡

0. ㎥

0. ㎥

0. ㎥

0. ㎥

0. ㎥

0

0

0

設備概要

受変電

自家発電
装置

法令適合・
保有機能等

特記事項敷地利用

敷地条件等

昇降機

その他

無

消防用水 有

無

無

無

無

無

鋼板

生徒数・学級数・保有教室

現在 将来

Ｈ28

都市計画

給排水
設備

ガス

UD化 無

避難地指定 広域

避難所指定 有

マンホールトイレ

ピーク時
課程

849

80113

1243

Ｈ1

現在 将来

Ｈ28
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数
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有
無

屋根
貸し

設置
年度

1 管理棟 校舎棟 1 県 ＲＣ 4 4,143 1963 S38 54 旧 済 済 Ⅰｂ 0.96 0 イ 0.0 0 実施なし ― ― ― C C D C D 25 1985 1985 2010 1996 2 ○ 対象 S60 全部 H25 モルタル 無 0 0 0 0 0 0 68 15 0 26 0 27 有 有 32 併用 併置 無 0 0 S60.耐震補強工事

2 管理棟 校舎棟 2 県 ＲＣ 4 568 1977 S52 40 旧 済 － Ⅰｂ 0.97 0 イ 0.0 0 実施なし ― ― ― B B C C C 53 1985 1985 2010 1996 2 ○ 対象 S60 全部 H25 モルタル 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 有 3 電気 県費 無 0 0 0

3 特別教室棟 校舎棟 3 県 ＲＣ 4 2,450 1967 S42 50 旧 済 済 Ⅰｂ ― 0 イ 0.0 0 基準値外 9.8 5.0 Ｂ C C C C C 40 2001 2015 2010 0 2 ○ 対象 H13 全部 H25 モルタル 無 0 0 0 0 0 0 18 4 0 10 4 0 無 有 4 電気 県費 無 0 0 H13.倒壊防止対策済

4 特別教室棟 校舎棟 4 県 ＲＣ 4 954 1967 S42 50 旧 済 済 Ⅰｂ ― 0.00 イ 0.0 0.00 基準値外 14.8 4.0 Ｂ C C C C C 40 2005 2015 2010 0 2 ○ 対象外 H13 全部 ― モルタル 無 0 0 0 0 0 0 5 1 0 4 0 0 有 有 1 ガス 後援会 無 0 0 H13.倒壊防止対策済

5 渡り廊下 渡り廊下 1 県 ＲＣ 2 454 1967 S42 50 旧 済 済 Ⅰｂ 1.10 0.00 イ 0.0 0.00 実施なし ― ― ― B B C C C 53 0 0 0 0 2 ○ 対象 H22 0 H34 モルタル 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 有 6 電気 後援会 無 0 0 H22.耐震補強工事

6 渡り廊下 渡り廊下 2 県 ＲＣ 2 148 1957 S32 60 旧 － － Ⅰｂ 0.96 0.00 イ 0.0 0.00 実施なし ― ― ― ## ## ## ## ## 0 2005 2005 0 0 2 ○ 対象 H22 0 H34 モルタル 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 無 0 0 0 無 0 0 H29.3取壊し

7 講堂 講堂 1 県 ＲＣ 2 972 1951 S26 66 旧 済 済 Ⅰｂ 1.14 0.00 Ｈ15 21.6 0.00 実施なし ― ― ― B B C C C 53 2005 2005 0 0 2 × 対象 H17 0 H25 モルタル 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 無 0 0 0 無 0 0
H17.耐震補強工事
S60.3.28 北側入口改造

8 第二体育館 屋内運動場 1 県 ＲＣ 2 1,446 1957 S32 60 旧 済 済 Ⅰｂ 1.10 0.00 Ｈ13 23.5 0.00 実施なし ― ― ― B B C C C 53 0 0 2 ○ 対象 H22 0 H34 モルタル 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 無 0 0 0 無 0 0 0

9 第一体育館 屋内運動場 2 併置 ＳＲＣ 2 2,560 1979 S54 38 旧 済 済 Ⅰａ 1.38 0.00 Ｈ21 18.0 0.00 実施なし ― ― ― B B C C C 53 2005 2005 0 0 2 ○ 対象外 H17 0 ― 打放し 無 0 0 0 0 0 0 7 1 0 3 3 0 無 無 0 0 0 無 0 0
H17.耐震補強工事
１階部分（格技場）：借受001

10 雨天練習場 屋根付運動場（野球） 1 県 Ｓ 2 324 1980 S55 37 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― B C C - - 44 2012 1980 0 0 2 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 無 0 0 0 無 0 0 0

11 弓道場 弓道場 1 ＰＴＡ Ｓ 1 90 1980 S55 37 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C C C - - 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 後援会が建築し、ＰＴＡに寄付

12 弓道場 弓道場 2 ＰＴＡ Ｓ 1 40 1980 S55 37 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C C C - - 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 〃

13 自転車置場 自転車置場 1 県 Ｓ 1 104 1968 S43 49 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C - - - - 40 0 0 0 0 2 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

14 自転車置場 自転車置場 2 県 Ｓ 1 50 1974 S49 43 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C - - - - 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

15 自転車置場 自転車置場 3 県 Ｓ 1 74 1975 S50 42 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C - - - - 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

16 自転車置場 自転車置場 4 県 Ｓ 1 235 1979 S54 38 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C - - - - 40 0 0 0 0 2 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

17 自転車置場 自転車置場 5 県 Ｓ 2 829 1986 S61 31 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C - - - - 40 0 0 0 0 2 × ― ― 全部 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

18 自転車置場 自転車置場 6 県 Ｓ 1 37 2015 H27 2 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― A - - - - 100 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

19 プールポンプ室 屋外機械室（プール） 1 県 ＣＢ 1 7 1979 S54 38 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C C C C - 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

20 プール附属棟 プール附属棟 1 県 ＣＢ 1 79 1979 S54 38 旧 － － Ⅰｂ 3.14 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C C C C C 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 7 1 0 3 3 0 無 ― 0 0 0 無 0 0 H22.耐震補強工事

21 倉庫 倉庫 1 県 Ｓ 1 84 1982 S57 35 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C C C C - 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

22 消火栓ポンプ室 屋外機械室 1 県 ＣＢ 1 7 1979 S54 38 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C C C C - 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

23 屋外機械室 屋外機械室 2 県 ＣＢ 1 2 1977 S52 40 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C C C C - 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

24 防災倉庫 倉庫 2 県 その他 1 10 1985 S60 32 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C C C C - 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 コンクリートプレハブ

25 部室棟 部室棟 1 県 Ｓ 2 254 1992 H4 25 新 － － Ⅰａ ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― B C C C C 43 0 0 0 0 2 ○ ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 0

26 弓道場部室 部室棟 2 ＰＴＡ Ｗ 1 23 1980 S55 37 ― － － 未掲載 ― 0.00 0.00 0.0 0.00 実施なし ― ― ― C C C - - 40 0 0 0 0 0 × ― ― 0 ― ― 無 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ― 0 0 0 無 0 0 〃
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施設別条件シート

個別施設
の検討

生徒数の変化等敷地概要

建物情報

周辺状況 配置状況

設備概要

条件整理
↓

プラン作成
↓

効果検証
↓

全体計画へ

基本情報シート
　　　更新基準日：２０１７年４月１日

財産名称 セグメントコード

地名地番： 南麻布一丁目30番
住居表示： 南麻布1-8-11

財産所管部署

土地価格（千円）

5,930.18

棟床面積 階　数 ＥＶ 現在価格

（㎡） 地上  /  地下 台数 （千円）

4,309.54 4 / 0 1973 62,025

934.27 2 / 1 1981

686.37 3 / 0 2016

■面積根拠

■建物の遍歴

■土地取得経緯など

備　考

放課GO→クラブ　ひがしまち 株式会社日本保育サービス

5,175.91

67.90 区・業務委託

管理運営（建物・運営）

東町小学校 区

施設情報

施設名称 運営形式

区・区

専有面積（㎡）

土地情報

東町小学校

東町小学校（増築）

構造

RC

SRC

S

5757.93 / 5757.93

所有土地

延床面積（㎡）

竣工年

敷地面積 / 区共有持分面積（㎡） 教育委員会事務局　学務課

所有形式 6,866,907

建物情報

検査済証番号　/　取得年月日

棟名称

東町小学校

東町小学校（体育館）

0 / 1970年3月31日

土地情報

建物情報

施設情報

活用検討シート（１）
　　　更新基準日：２０１７年４月１日

財産名称

同種施設の配置状況 平面図

都市計画情報
都市計画区域

用途地域

法定容積率

法定建ぺい率

防火準防火

高度地区

高度利用地区

基本スパン

用途制限・建築可能面積
住宅、共同住宅、寄宿舎、下宿 ○ ○ 公衆浴場、診療所、保育所等 ○
事務所等 ○ ○ 老人ホーム、身体障害者福祉ホーム等 ○

水泳場等 ○ ○ 老人福祉センター、児童厚生施設等 ○

5,552
407
71

22,604

91
33

5,244
増床可能面積（㎡） 17,361

■建替え時の技術的課題

■現状施設の特記事項、階高　など

日影規制　測定値

道路斜線　斜線勾配

隣地斜線　斜線勾配

隣地斜線　立ち上がり高さ

日影規制　規制値

地区計画

建
築
可
能
面
積

ポ
テ
ン
シ

ャ
ル

現
状

市街化区域
準工業地域

防火地域
－

所有形式

接道幅員/接道長

用
途
制
限

劇場、映画館、演芸場、観覧場

幼稚園、小学校、中学校、高等学校

図書館等

セグメントコード

－
－
1.5
2.5
31

備考

建ぺい率（％）
延床面積（㎡）

東町小学校

敷地面積（㎡）
容積率上限（％）
建ぺい率上限（％）

建築可能な延床面積（㎡）

容積率（％）

400
60

35m高度地区
－

5,244 17,361

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

1

現状の延床面積（㎡） 増床可能面積（㎡）

配置状況

維持管理シート（２）
　　　　　　　　　　　更新基準日：２０１７年４月１日

財産名称 セグメントコード

建物（点検年月：2017年5月）
部位 対応

設備（点検年月：　　年　　月）
部位 対応

場所 部位 対応

保守機器

安全総点検結果

備考

12条点検結果

東町小学校

保守内容 会社名 電話番号

指摘事項

指摘事項

ＮＧの内容と対応

保守管理状況

5,128
2,870

6,019

5,614

6,124

5,418

1,624
4,072

1,689
12,366

13,066 13,126
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（千円）
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保守管理
状況

（施設概要） （敷地活用）（維持管理）

１

２

４

３

現在

施設の利用状況・運営状況・トータルコスト等

〇〇

2018.12.17
ファインコラボレート研究所

7.地域別の学校施設の配置・活用状況 （1）継続的な維持管理の必要性
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